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はじめに 

 

 

令和４年度の大阪市こころの健康センター所報の刊行に際しまして、ご挨拶申し上げます。 

  

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の波がくり返し起きる

中、ウクライナ情勢を契機とした原材料価格の高騰など市民生活にも大きな影響があった 1

年でありました。 

当センターとしては、市民の皆様の不安を少しでも軽減するため、各種相談事業や研修等

において、机上パーテーションの設置や消毒・換気の徹底をはじめ、参加者が多数となった

研修については現地参加とＷｅｂ参加のハイブリット方式での開催や、新型コロナウイルス

感染症に関するこころの悩み電話相談を引き続き行うなど、コロナ禍における円滑な事業運

営に努めてきたところです。 

また、令和２年度に実施した「生活状況に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」

において、相談したくない理由を「何を聞かれるか不安」「うまく話せないと思う」などの

意見が寄せられたことから、躊躇することなく気軽に相談ができるＳＮＳ（ＬＩＮＥ）を活

用した相談事業を新たに実施してまいりました。 

現在、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は５類感染症に移行しましたが、引き続き

感染対策に努めながら、これまで以上に関係機関、団体等との連携、協力を深め、こころの

健康に関する諸課題に取り組んでまいりますので、ご支援、ご指導の程よろしくお願い申し

上げます。 

 

令和５年９月 

 

大阪市こころの健康センター 

所長  喜多村 祐里 
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１ 施設の概要 

 

（１）開 設     平成12年4月1日 

（２）所在地     大阪市都島区中野町5丁目15番21号 都島センタービル3Ｆ 

     

（３）延べ床面積   992.75㎡ 

（４）平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料室 

事務室 

第１会議室 第２会議室 大会議室 
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２ 組織・職員（令和４年５月１日現在） 

（１）組 織 

    所 長（医 師）             

                          

       担当課長              担当係長（事 務） 

（事 務）               担当係長（事 務） 

医務主幹             医  長（医 師） 

（医 師）            担当係長（保健師・精神保健福祉相談員） 

       保健主幹              担当係長（保健師・精神保健福祉相談員） 

       （保健師）              担当係長（保健師・精神保健福祉相談員） 

       担当課長代理            担当係長（保健師・精神保健福祉相談員） 

        （事 務）                     担当係長（保健師・精神保健福祉相談員） 

       保健副主幹              担  当（事 務） 

       （保健師・精神保健福祉相談員）  担  当（事 務） 

                  担  当（事 務） 

                        担  当（福 祉） 

                         担  当（福 祉） 

                           担  当（臨床心理） 

                             担  当（保健師・精神保健福祉相談員） 

            業務主任（技 能） 

担  当（技 能） 

                              担  当（技 能） 

                          担  当（技 能） 

                         

                          

                        

（２）職 員 

 事 務 医 師 保健師 福 祉 臨床心理 技 能 計 

精神保健福祉相談員 

（再 掲） 

保 健 師 

人 数 ７ ３ ８ ２ １ ４ 25 ７ 
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３ 予算・決算 

 （１）歳 入                             （単位：千円） 

事  項 
令和５年度

予算 

令和４年度

決算 

 

 

使用料 671 424 

 
でかけるチーム精神保健相談事業 31 0 

精神科救急医療体制の整備事業 640 424 

手数料 15 5 

 こころの健康センター管理運営費（診断書料） 15 5 

国庫負担金 8,712,326 8,077,011 

 

精神障がい者通院医療費 8,537,227 7,771,238 

措置・緊急措置診察及び入院事業 7,181 4,185 

措置入院費公費負担事業 167,918 164,834 

措置・緊急措置診察及び入院事業追加交付 - 2,606 

精神保健費等国庫負担金追加交付 - 134,148 

国庫補助金 94,515 82,314 

 

こころの健康センター管理運営費 838 3,523 

精神保健福祉普及啓発事業 26 26 

思春期関連問題相談事業 216 217 

でかけるチーム精神保健相談事業 8 8 

ひきこもり相談支援事業 3,588 6,495 

自殺防止対策事業 219 219 

依存症対策支援事業 19,425 4,839 

精神科救急医療体制の整備事業 46,528 43,032 

措置・緊急措置診察及び入院事業 18,016 19,112 

措置入院者等退院後支援事業 1,941 1,905 

精神障がい者地域生活支援広域調整等事業 3,331 2,938 

精神医療適正化事業 379 - 

府補助金 18,037 7,976 

 自殺防止対策事業 9,498 7,976 

 ひきこもり相談支援事業 8,539 - 

過年度収入 - 89 

 自立支援医療費（精神通院）返還金 - 89 

雑入 7,011 7,249 

 

自治体情報システム標準化事業収入 6,974 6,960 

広告料収入（市営交通関係） 21 - 

自立支援医療費（精神通院）返還金 - 285 

紙類売払等 16 4 

計 8,832,575 8,175,068 
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（２）歳 出                             （単位：千円） 

事  項 
令和５年度 

予算 

令和４年度 

決算 

 

   健康総務費 72,454 37,770 

 総合福祉システム（福祉五法システム）運用経費 41,338 30,803 

総合福祉システム（福祉五法システム）の標準準拠システム移行経費  31,116 6,967 

保健医療費 18,908,127 17,286,585 

 精神障がい者通院医療費 17,209,025 15,838,810 

こころの健康センター管理運営費 24,264 28,467 

精神保健福祉従事職員研修 806 325 

精神保健福祉審議会費 193 - 

精神保健福祉普及啓発事業 703 300 

思春期関連問題相談事業 651 622 

でかけるチーム精神保健相談事業 24 2 

ひきこもり相談支援事業 18,564 12,988 

精神保健福祉・地域生活安定支援事業 21,191 19,391 

自殺防止対策事業 13,148 10,863 

依存症対策支援事業 50,610 7,066 

市長入院同意患者面接事業 296 186 

精神科救急医療体制の整備事業 104,289 101,922 

措置・緊急措置診察及び入院事業 77,717 72,315 

措置入院費公費負担事業 223,954 215,700 

措置入院者等退院後支援事業 3,883 3,661 

精神医療適正化事業 5,548 3,853 

心神喪失者等医療観察法に基づく社会復帰支援事業 109 21 

精神障がい者保健福祉手帳交付事業 3,783 3,499 

障がい者の乗車料金福祉措置 1,142,364 956,090 

精神障がい者地域生活支援広域調整等事業 6,663 3,523 

障がい者支援計画及び障がい福祉計画の策定 258 6,897 

マイナンバー制度にかかる中間サーバー接続端末設置経費 84 84 

計 18,980,581 17,324,355 
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第２  事 業 実 績 
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 大阪市こころの健康センターでは、精神保健福祉センターの機能に加えて、精神保健および 

精神障がい者福祉に対する行政機能を総合的、一体的に有している。すなわち精神保健福祉法第

６条及び精神保健福祉センター運営要領で定める業務の他に、措置入院の診察・移送などの業務

や、精神保健福祉審議会の運営などいわゆる精神保健福祉主管課業務についても実施している。 

 

１ 精神保健福祉センター業務 

（１）技術指導及び技術援助 

大阪市内には、各区に１か所、合計24か所の保健福祉センターがあり、これらは市民や精神

障がい者のさまざまな相談に対応するなど地域精神保健福祉行政の第一線機関である。また精

神障がい者の地域生活を支援している各機関も精神保健福祉サービスと関わる重要な機関で

ある。当センターは、これら保健福祉センターや関係機関に対し、専門的立場からさまざまな

形で積極的な技術支援および技術援助を行っている。 

 

（２）教育研修 

ア 精神保健福祉関係職員研修 

各区の保健福祉センター及び大阪市こころの健康センターの精神保健福祉相談員や事務担

当職員を対象に精神障がい者の理解を深め、最新の専門的な情報や技術を習得することを目的

とした研修を実施し、職員の資質の向上を図るとともに地域精神保健福祉の活動及び向上に繋

げる。 

（ア）新任研修  

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4. 4.22 

ひきこもり相談 
こころの健康センター  担当係長 

石 井 周 子 

3人 

地域精神保健福祉活動 
こころの健康センター  保健主幹 

金 森 かずみ 

依存症対策 
こころの健康センター 担当係長 

西  口  綾 子 

思春期関連問題相談・自死遺族相談 
こころの健康センター 係員 

吉 田 有 美 

措置入院者等退院後支援事業 
こころの健康センター 保健副主幹 

長 尾 尚 子 

心神喪失者医療観察法、地域移行支援、

地域生活移行推進事業 

こころの健康センター 保健副主幹 

長 尾 尚 子 

4. 5. 11 

精神保健福祉法と大阪市の精神保健福

祉行政 

こころの健康センター 精神保健医療担当課長代理 

柏 田 武 志 

18人 

自殺対策 
こころの健康センター 精神保健医療担当課長代理 

柏 田 武 志 

市長同意事務手続き、救急医療システ

ム 

こころの健康センター  係員 

藤 谷 えり子 

自立支援医療・精神障がい者保健福祉

手帳 

こころの健康センター 担当係長 

平 田 早和子 
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措置診察の要否について 
こころの健康センター 所長 

喜多村 祐 里 

保護申請（22条）・警察官通報（23条）・

移送制度（34条） 

こころの健康センター 担当係長 

渡 邊 美 保 

精神医療適正化事業 
こころの健康センター  担当係長 

西  口  綾 子 

居住支援 
都市整備局安心居住課 担当係長 

長谷川 千 恵 

つながる場 
福祉局地域福祉課 担当係長 

塩 川   悠 

こころの健康センターにおける精神保

健福祉業務 

こころの健康センター 担当係長 

三 宅 美 香 

保健福祉センターにおける業務 
こころの健康センター 担当係長 

石 井 周 子 

精神保健福祉相談等の事務手続き 
こころの健康センター  係員 

笹 田  学 

 

（イ）新任精神保健福祉関係職員フォロー研修 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4.11. 7 

ケアマネジメント実践におけるアセス

メントの意義と方法 

こころの健康センター 担当係長 

渡 邊 美 保 

3人 

事例検討 
こころの健康センター  

精神保健福祉相談員 

精神保健福祉業務における危機介入 
こころの健康センター 保健主幹 

金 森 かずみ 

事例検討 
こころの健康センター  

精神保健福祉相談員 各区精神保健福祉関連業務の現状と課

題及び今後の方策 

 

 

（ウ）現任研修（全体研修）   

精神保健福祉の最近の動向について研修を実施した(精神保健福祉従事職員研修と合同で

実施)。新型コロナウイルス感染症の影響により、全４回中２回の開催となった。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4.12. 6 
医療福祉職等の職場での暴力やス

トレスの対処法 

関西医科大学看護学部 助教 

手 嶌 大 喜 
46人 

5. 3.1 
災害や事故、事件などによるトラウ

マのこころのケア 

兵庫県こころのケアセンター 所長 

加 藤  寛 
45人 
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（エ）現任研修（精神保健福祉従事職員研修）〔対象 精神保健福祉相談員〕 

各区保健福祉センターの精神保健福祉相談員が精神疾患についての理解を深め、さらに事

例検討をおこなうことで個別支援技術の向上を図ることを目的とした研修。 

 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4. 8.19 最新の薬物治療について 
美原病院  

以 倉 康 充 
27人 

4.10.26 
ひきこもりの当事者とその家族へ

の支援 

大阪人間科学大学心理学部 講師 

岩 田 光 宏 
31人 

4.11.30 家族支援について 
名古屋市立大学看護学部 教授 

香 月 富士日           
30人 

5. 2.22 薬物依存症について 
えんどうこころのクリニック 院長 

遠 藤 晃 治 
29人 

 

 

（オ）精神保健福祉にかかる保健師研修（基礎研修） 〔対象 保健師〕 

採用3年目以降の保健師を対象とした、精神保健福祉相談員の発令資格要件を満たし、また

保健師として精神保健福祉に関する必要な知識及び技術を習得し、スキルアップを図ること

を目的とした研修 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4. 8.30 

オリエンテーション、OJTの進め方 
こころの健康センター 担当係長 

三 宅 美 香 

32人 

本市の精神保健福祉 
こころの健康センター 精神保健医療担当課長 

吉 田 雅 晴 

電話相談技法 
関西福祉科学大学社会福祉学部 教授 

都 村 尚 子 

精神医学ソーシャルワーク 
龍谷大学 名誉教授 

荒 田  寛 

精神障がい者の理解と支援 
あじさいネット 代表理事 

芦 田 邦 子               

4. 9.30 

本市の自殺の動向と対策 
こころの健康センター 精神保健医療担当課長代理 

柏 田 武 志 

30人 

パーソナリティ障がい 
京都少年鑑別所 

定 本 ゆきこ 

アルコール依存症 
新阿武山病院 

樽 谷 精一郎 

アセスメントの意義と方法 
社会福祉法人みつわ会 副理事長 

福 岡  薫 

4.10.31 

統合失調症 
こころの健康センター 医務主幹 

 森  裕 

36人 SSTの理論と実践 
（株）ジャパン EAPシステムズ 

川 端 洋 子 

精神保健福祉法と精神障がい者の

人権 

中村伸二法律事務所 

中 村 伸 二 
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面接技法 
枚方市立枚方公園青少年相談センター 

福 田 やとみ 

4.11.29 

気分障害 
こころの健康センター 医長 

髙 橋 宏 史 

39人 

グループワーク技術 
桃山学院大学社会学部 教授 

 栄  セツコ 

トラウマインフォームドケア 
兵庫県こころのケアセンター 研究主幹 

酒 井 佐枝子 

高齢者の精神疾患 
ほくとクリニック病院 院長  

深 尾 晃 三 

5. 1.30 

アルコール依存症の自助グループ 
大阪市中央断酒会 会長 

鎌 田 孝 治 

41人 

臨床心理学 
大阪経済大学人間科学部 教授  

鵜 飼 奈津子 

発達障がい 
大阪市発達障がい者支援センター 所長  

井 上 芳 子  

アルコール依存症の理解と支援 
新生会病院 

小 仲 宏 典 

 

（カ）思春期関連問題支援者向け研修 

保健福祉センターの精神保健福祉相談員・保健師、市立学校教職員を対象に、従事する職

員の資質および技術の向上を目的に研修を実施した。なお、本年度は精神保健福祉関係職員

研修の現任研修と同時に開催した。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4.12.23 
思春期に起こりうるこころの問題

とその対応について 

大阪経済大学人間科学部 教授 

鵜飼 奈津子 
45人 

 

 

（キ）ゲートキーパー専門研修 

 自殺防止のために一番大切な気づきが行える地域の中心的な役割を果たすべき人材（ゲー

トキーパー）の育成として地域包括支援センター等を対象に支援者向け専門研修を実施した。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4. 8. 2 
自殺に傾いた人への支援 

～傾聴の技法と危機介入～ 

認定 NPO法人国際ビフレンダーズ大阪自殺防止センター 

理事長 北 條 達 人 
74人 
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（ク）ゲートキーパー専門研修（危機介入編） 

自殺防止のために一番大切な気づきが行える地域の中心的な役割を果たすべき人材（ゲ

ートキーパー）の育成として、精神保健福祉相談員・保健師、査察指導員・生活保護ケース

ワーカーを対象に危機介入の研修を実施した。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4.10. 6 自殺危機初期介入スキル研修 

こころの健康センター 副主幹 

                 長  尾 尚  子 
こころの健康センター 担当係長 

         鈎 木 綿 子   

24人 

4.10.12 自殺危機初期介入スキル研修 

こころの健康センター 主幹 

                金 森 かずみ 
こころの健康センター 担当係長 

         石  井 周  子 

17人 

  

（ケ）自殺未遂者相談支援事業従事者研修 

保健福祉センターの精神保健福祉相談員・保健師を対象に、従事する職員の資質および技 

術の向上を目的に研修を実施した。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4. 5.25 

・令和3年の事業報告 

・自殺未遂者相談支援事業の概要 

・事例検討 

・効果的な自殺未遂者対策 

こころの健康センター 副主幹 
                 長 尾 尚 子 
こころの健康センター 担当係長 

         三  宅 美  香  

35人 

 

（コ）ひきこもり相談支援者研修（基礎編） 

保健福祉センターの精神保健福祉相談員・保健師および自立支援相談窓口職員を対象に、

従事する職員の資質および技術の向上を目的に研修を実施した。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4. 7.21 ひきこもり支援の展開  
神戸市看護大学看護学部 教授 

      船 越 明 子 
38人 

4.11.2 ひきこもり支援の実際について 
NPO法人淡路プラッツ 

藤 村 泰 王 
36人 

 

（サ）ひきこもり相談支援者研修（応用編） 

既にひきこもり支援に携わっている支援者（保健・医療・福祉等）を対象に、支援資質お

よび技術の向上を目的に研修を実施した。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4. 2.13 
みんなで考えるひきこもり支援 

～事例を通して話し合おう～  

大阪人間科学大学心理学部 講師 

      岩 田 光 宏 
37人 
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イ 精神保健福祉関係 人材養成研修 

 

（ア）現任研修〈全体研修〉と合同で実施 

訪問看護・居宅支援事業者、精神保健福祉施設等で精神保健福祉業務に従事する職員の資

質および技術の向上を目的に専門的な研修を実施した。 

 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

4.12. 6 
医療福祉職等の職場での暴力やス

トレスの対処法 

関西医科大学看護学部 助教 

手 嶌 大 喜 
46人 

5. 3. 1 
災害や事故、事件などによるトラウ

マのこころのケア 

兵庫県こころのケアセンター 所長 

加 藤  寛 
45人 

 

 

（３）普及啓発  

市民に対する精神保健福祉に関する知識や精神障がいについての正しい知識などの普及啓

発を行った。 

 

ア こころの健康講座  

市民のこころの健康づくりを推進するために、こころの健康をテーマに講演会を実施した。 

年 月 日 講 座 内 容 講  師 参加者数 

4. 7.28 うつ病を知ろう 
こころの健康センター 医長 

髙 橋 宏 史 
25人 

4. 9. 8 
不安障がいの基礎知識と対応につい

て 

稲田クリニック 院長 

稲 田 泰 之 
29人 

4.11.17 もっと知りたい睡眠のこと 
京谷クリニック 院長 

京 谷 京 子 
25人 

4.12. 8 

統合失調症について知ろう 

～医師・支援者の話と 

当事者の語り～ 

こころの健康センター 所長 

 喜多村 祐 里 

地域活動支援センターすいすい 

増 岡 広 宜 

ピアサポーター    （匿 名 

38人 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 

 

イ ひきこもり市民講座 

市民や学校関係者等のひきこもりへの理解を深めることを目的として、2回の市民講座を開

催した。 

年 月 日 講 座 内 容 講  師 参加者数 

4.11. 8 ひきこもりを正しく理解するために 
カウンセリング＆コンサルティングフロンティア 代表 

小 島 俊 久 
41人 
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4. 1.23 ひきこもり支援のポイント 
ＮＰＯ法人ウィークタイ  

泉   翔  
30人 

 

ウ 思春期関連問題市民講座 

思春期の子どもを持つ親、市民、教職員などを対象に、思春期のこころの健康についての普

及啓発を目的に講座を開催した。 

年 月 日 講座内容 講 師 参加者数 

4.12. 7 思春期のこころと支え方 
大久保クリニック 院長 

大久保 圭 策 
28人 

5. 2. 8 摂食障がいの理解と対応 
なにわ生野病院心療内科・心理カウンセリングルーム 主任 

武 久 千 夏  
24人 

 
（４）調査研究  

地域精神保健福祉活動の推進並びに精神障がい者の社会復帰の促進及び自立と社会経済活

動への参加の促進等についての調査研究をするとともに、必要な統計及び資料を収集整備した。 

- 17 - 
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（５）技術支援 

ア 関係機関への一般相談 

  令和４年度技術支援状況 

各区の保健福祉センターや関係機関における対応困難事例について、精神科医師や精神保健

福祉相談員・臨床心理職員などが相談、支援を行っている。 

 

  

４月 435 電話相談 3,996 保健福祉センター 584
５月 248 面接 11 支援課（生保） 0
６月 519 訪問相談 0 医療機関 7

７月 169 合計 4,007 社会復帰施設 1
８月 360 教育機関 1
９月 315 社会福祉施設 1
10月 345 医師 0 老人保健施設 0
11月 306 相談員 3,999 児童福祉施設 0
12月 273 心理職員 1 関係団体 9
１月 304 事務職員 1 その他 3,404

２月 400 その他 0 合計 4,007
３月 333 医師・心理職 0

合計 4,007 医師・心理職・PSW 0
医師・PSW 0 老人保健 1
心理職・PSW 0 社会復帰 14

新規相談 3,965 医師・相談員 6 アルコール 25
本年初相談 4 医師･相談員･事務職員 0 病気に関する問題 14

再相談 38 合計 4,007 心の健康づくり 516

合計 4,007 薬物関連問題 99
思春期問題 5

治療に関して 30 うつ・うつ状態 2
男性 2,293 医療機関紹介 10 DVに関して 0
女性 1,689 情報に関して 8 ギャンブル 4
不明 25 でかける相談 0 ひきこもり 3

合計 4,007 医療・手帳関係 0 自殺関連 2
通報関係 3,378 犯罪被害 0
制度の問題 4 災害 0

10歳未満 0 近隣トラブル 0 発達障がい 2
10歳～12歳 3 本人への対応 539 摂食障害 7
13歳～15歳 14 その他 38 てんかん 0

16歳～18歳 43 合計 4,007 ゲーム 1
19歳～20歳 76 その他 3,312

21歳～29歳 581 合計 4,007
30歳～39歳 629
40歳～49歳 1,044
50歳～59歳 908 所内カンファレンス 2
60歳～69歳 372 地域カンファレンス 2
70歳～79歳 172 地域支援会議等参加 0
80歳以上 1 相談員等に個別支援 18
不明 164 ＧＷ・教室等支援 1

合計 4,007 関係機関紹介 2
情報提供 26
助言 3,846
その他 110

合計 4,007

３ 対象者の性別　(人)
７ 相談内容　　　(件)

４ 年齢別　　　　(人)

10 援助の方法　　(件)

１ 相談件数　　　(件) ５ 相談手段　　　(件) ８ 相談経路　　　(件)

６ 相談業務従事者(人）

９ 相談種別　　　(件)

２ 新規・再相談別(件)
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イ でかけるチーム精神保健相談 

地域における精神保健福祉相談での複雑困難事例に対応するため、各区の保健福祉センター

からの要請に基づき、こころの健康センターの専門職員によるチームを編成し、各区にでかけ

て事例検討、訪問及び面接等の専門的な技術援助・支援を行い、もって地域の精神保健福祉活

動の向上を図っている。 

 

令和４年度でかけるチーム精神保健相談 

 

 電話相談 面接相談 家庭訪問 ケース会議 計 

件 数 ３ ０ ０ １ ４ 
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ウ 個別支援 

令和４年度個別支援状況  

市民の個別相談については、原則、各区保健福祉センターで対応しているが、直接、個別に

こころの健康センターに相談があった事例については、以下のように対応し、必要に応じて 

各区の保健福祉センターに引き継いでいる。 

 

４月 342 電話相談 3,327 老人保健 0
５月 329 面接 127 社会復帰 7
６月 429 訪問相談 235 アルコール 462
７月 298 その他 7 病気に関する問題 60

８月 351 合計 3,696 心の健康づくり 41
９月 293 薬物関連問題 133
１０月 313 思春期問題 6
１１月 279 医師 0 うつ・うつ状態 0
１２月 215 相談員 3,491 DVに関して 0
１月 252 心理職員 1 ギャンブル 296
２月 317 事務職員 142 その他 2,673
３月 278 医師・相談員 59 摂食障害 0

合計 3,696 医師・心理 0 てんかん 2
医師・心理・相談員 0 ゲーム 16

その他 3 合計 3,696

新規相談 2,204 合計 3,696
本年初相談 86
再相談 1,406 助言 2,732

合計 3,696 治療に関して 129 関係機関紹介 81
医療機関紹介 98 保健センターのフォロー 6
情報に関して 471 その他 877

男性 2,242 制度の問題 24 合計 3,696
女性 1,442 本人への対応 696
不明 12 その他 2,278

合計 3,696 合計 3,696 北 142
都島 255
福島 32

10歳未満 0 保健福祉センター 24 此花 21
10歳～12歳 3 支援課（生保） 1 中央 112
13歳～15歳 28 医療機関 9 西 65
16歳～18歳 33 社会復帰施設 1 港 33
19歳～20歳 77 教育機関 0 大正 30
21歳～29歳 466 社会福祉施設 1 天王寺 25
30歳～39歳 457 老人保健施設 0 浪速 137
40歳～49歳 994 児童福祉施設 0 西淀川 93
50歳～59歳 805 関係団体 10 淀川 277
60歳～69歳 292 その他 3,650 東淀川 199

70歳～79歳 110 合計 3,696 東成 69
80歳以上 11 生野 271
不明 420 旭 76

合計 3,696 城東 135
鶴見 80
阿倍野 124
住之江 71
住吉 216
東住吉 151
平野 112
西成 329
不明 433
市外 67
市内だが不明 141

合計 3,696

10 援助の方法　　(件）

１ 相談件数　　　(件） ５ 相談手段 　　（件） ９ 相談種別 　　（件）

６ 相談業務従事者 (人）

２ 新規・再相談別（件）

７ 相談内容　　　(件）

３ 対象者の性別　(人）

11 相談区　　　　(件）

４ 年齢別 　　　（人） ８ 相談経路　　　(件）
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（６）精神保健福祉相談 

ア 思春期関連問題相談 

思春期は心身の変化が著しく、対人関係の悩みやストレスによる身体の症状などの問題が生

じやすく、様々な不安や葛藤等に端を発して、精神障がい（統合失調症・うつ病・摂食障がい・

社交不安障がい・強迫性障がい等）を引き起こしやすいことが知られている。思春期関連問題

としては、不登校、家庭内暴力、非行、摂食障がい、自傷行為、性に関する問題等があり、い

ずれの問題も非常に複雑であることから一筋縄の対応ではうまくいかないことが多い。また、

これらの問題に加えて、近年ではインターネット依存やいじめによる自殺等も大きな問題とな

ってきている。これらに対応するため、平成12年10月から、専門の精神科医師、臨床心理職員

等による個別相談を予約制で、大阪市こころの健康センターにおいて実施している。 

 

令和４年度 思春期関連問題相談実施状況 

１ 相談件数   （件） 

 計 

実件数 31 

延件数 53 

 

２ 対象者の内訳（実件数）                           （人） 

年齢 ～12 13～15 16～18 19～20 21～ 計 

男 性 2 9 2 0 0 13 

女 性 9 7 1 1 0 18 

計 11 16 3 1 0 31 

 

３ 相談内容（実件数）                             （人） 

年齢 ～12 13～15 16～18 19～20 21～ 計 

不 登 校 9 4 1 0 0 14 

ひ き こ も り 0 1 0 0 0 1 

摂 食 障 が い 1 0 0 1 0 2 

精 神 疾 患 疑 い 0 1 0 0 0 1 

情 緒 不 安 定 0 4 0 0 0 4 

発 達 障 が い 0 2 1 0 0 3 

そ の 他 1 4 1 0 0 6 

計 11 16 3 1 0 31 

※その他、思春期関連問題について、各区保健福祉センターへの技術援助を行っている。 
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イ こころの悩み電話相談 

社会が複雑になるにつれて、市民のメンタルヘルスを維持するために、気軽に利用できる相談

窓口が必要とされている。このようなニーズに応じるために、平成12年４月から、こころの健康

に関することなど、市民のこころの悩みに、臨床心理職員、精神保健福祉相談員などの専門職員

が電話で相談に応じている。  開設時間：平日の午前９時30分～午後５時   

 

令和４年度電話相談状況 

（単位：件） 

 

1　相談者　　 5　対象者の居住地 6　相談種別
本人自身 2,687 北 0 老人に関する問題 32
親 41 都島 91 社会復帰に関して 0
配偶者 14 福島 127 アルコール問題 20
子供 26 此花 8 薬物に関する問題 2
兄弟 11 中央 10 思春期の問題 23
友人 12 西 22 こころの健康について 668
その他 13 港 10 病気に関する問題 1,929
不明 0 大正 5 制度の問題 1

合計 2,804 天王寺 2 うつ・うつ状態 61
浪速 4 ギャンブル 4

2　相談者の性別 西淀川 9 摂食障害 1
男性 933 淀川 18 てんかん 0
女性 1,869 東淀川 31 その他 63

不明 2 東成 210 合計 2,804

合計 2,804 生野 9
旭 79 7　相談内容（重複あり）

3　対象者の性別 城東 15 育児上の問題 3
男性 971 鶴見 214 家庭内の問題 370
女性 1,831 阿倍野 10 学校についての問題 9
不明 2 住之江 11 職場・仕事等の問題 148

合計 2,804 住吉 20 近隣との関係 54
東住吉 46 性の悩み相談 10

4　対象者の年齢 平野 21 異性との関係 85
10歳未満 1 西成 26 性格についての悩み 11
10～14歳 11 市内だが不明 21 食欲の異常 5
15～19歳 30 府下 864 症状について 721
20～29歳 57 その他 517 医療機関について 50
30～39歳 193 不明 53 病気の知識について知りたい 9

40～49歳 480 合計 2,804 精神障害者への関わり方について 12
50～59歳 807 社会復帰に関して 13
60～69歳 798 社会資源に関して 52
70歳以上 61 話がしたい・話相手がほしい 1,498
不明 366 人生相談 27

合計 2,804 その他 82

合計 3,159

8　援助方法
助言 513
他機関紹介 147
傾聴 2,075
その他 69

合計 2,804
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ウ 新型コロナウイルス感染症に関するこころの悩み電話相談 

  新型コロナウイルス感染症に関するこころの不安やストレス等について、臨床心理職員、精神 

保健福祉相談員などの専門職員が電話で相談に応じている。令和２年６月から専用回線を開設 

している。開設時間：平日の午前９時30分～午後５時    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 相談者の性別（人） ３ 月別相談件数（件） 

男性 63 ４月 23 

女性 79 ５月 23 

不明 0 ６月 19 

計 142 ７月 15 

８月 27 

２ 相談者の年齢（人） ９月 9 

19 歳未満 0 10 月 5 

20～29 歳 6 11 月 6 

30～39 歳 13 12 月 3 

40～49 歳 38 １月 4 

50～59 歳 16 ２月 6 

60～69 歳 8 ３月 2 

70～79 歳 4 計 142 

80 歳以上 0 

不明 57 

計 142 
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（７）自殺防止対策事業 

全国の自殺死亡者数は平成 10 年に急増し３万人を超え、その後も概ね年間３万人前後で推

移していた。平成 23年以降は減少傾向を維持し、平成 27年には急増前の平成９年を下回るま

で減少したが、令和２年に新型コロナウイルス感染症の拡大といった新たな要素があり、全国

の自殺者数は 11 年ぶりに増加に転じると共に女性や若年層の増加率が大きくなるなど、依然

として深刻な状況が続いている。 

本市の自殺死亡率は全国の都道府県・政令指定都市の中でも高い状況が続いており、令和３

年の自殺死亡率（人口 10 万人あたりの自殺死亡者数。人口動態統計。）は 19.3 と全国の 16.5

より高い数字となっている。 

改正自殺対策基本法および新たな「自殺総合対策大綱」を踏まえ本市においても「大阪市自

殺対策基本指針（第２次）」を策定し、「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」をめ

ざして様々な取組を実施している。 

    

ア 自死遺族相談 

   平成 19年 11月から「自死遺族相談」を開設し、自死遺族に対して臨床心理職員・精神保健

福祉相談員等による面接相談を実施している。 

   相談実施日 第 1・第 3金曜日、第 2・第 4木曜日（予約制） 

   ≪令和４年度実施状況≫ 

   実人数 16人 延相談数 62件 

 

イ 自殺未遂者相談支援事業 

  自殺には多様かつ複雑な原因・背景があり、自殺未遂者を支えるためには心身の健康から社

会的支援まで総合的・複合的な取り組みが必要なことから、平成 21年 11月から自殺未遂者へ

の相談支援を開始した。 

  本事業は、警察署で自殺未遂者として取り扱った方の相談に応じ、精神科医療の必要な方は

医療に繋ぎ、また心理的に追い込まれ、視野狭窄に陥るなど一時的に理解・判断ができなくな

っている方に対して傾聴相談を行い適切な関係機関に繋ぎ、更なる自殺行為を防ぐことを目的

としている。 

  開始時は市内 4区（東淀川・港・城東・住吉）で試行実施し、平成 22年７月から 12区（前

述に加え淀川・生野・鶴見・阿倍野・住之江・東住吉・平野・西成）に拡充し、平成 23年１月

から市内全域を対象に実施している。また、平成 25 年１月からは、大阪府全域で実施してい

る。 

   ≪令和４年度実施状況≫ 

   受理延件数   648件 
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ウ ゲートキーパーの養成 

自殺防止のために一番大切な気づきが行える地域の中心的な役割を果たすべき人材（ゲート

キーパー）の育成として、大阪市内の大学に在学する大学生等に研修を実施している。 

ゲートキーパー養成研修 

年月日 内  容・講  師 対 象 者 参加者数 

4.11. 2 
 

～大学生のためのゲートキーパー研修～ 

 

こころの健康センター 職員 

常磐会学園大学

国際こども教育

学部２年 

73人 

5. 1.18 

大手前大学 

国際看護学部 

健康栄養学部  

２年 

 

63人 

 

 

エ 自殺予防啓発活動の取り組み 

9 月 10 日～16 日の「自殺予防週間」、3 月の「自殺対策強化月間」にあわせて大阪府・堺市

とともに「集中電話相談」を行った。 

 

  ・集中電話相談 

（１）期 間 

① 令和 4年 9月１日（木）～令和 4年 9月 30日（金）（24時間受付） 

（9月 1日（木）は午前 9時 30分から開始、9月 30日（金）は午後 5時で終了） 

相談件数 1,031件（内 大阪市 372件） 

② 令和 5年 3月１日（水）～令和 5年 3月 31日（金）（24時間受付） 

（3月 1日（水）は午前 9時 30分から開始、3月 31日（金）は午後 5時で終了） 

相談件数 1,083件（内 大阪市 394件） 

（２）内 容：自殺に関する相談やこころの健康に関する相談をおこなう 24 時間の集中電

話を設置 

（３）主 催：大阪府、大阪市、堺市 

 

オ こころの健康相談統一ダイヤル 

平成23年4月から自殺予防集中電話相談事業として、国が実施している全国共通の電話番号を

設定する「こころの健康相談統一ダイヤル」を実施している。こころの健康に関する相談に対応

することで、それらが原因となる自殺予防を図るため、市民のこころの悩みに、臨床心理職員、

精神保健福祉相談員などの専門職員が電話で相談に応じている。 

開設時間：平日の午前10時～午後５時   
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令和４年度こころの健康相談統一ダイヤル相談状況 

 

1 相談者        (人) 5　対象者の居住地 6　相談種別
本人自身 1278 北 0 老人に関する問題 11
親 13 都島 5 社会復帰に関して 1
配偶者 12 福島 34 アルコール問題 8
子供 6 此花 6 薬物に関する問題 0
兄弟 4 中央 4 思春期の問題 2
友人 10 西 5 こころの健康について 508
その他 7 港 5 病気に関する問題 644
不明 0 大正 0 制度の問題 2

合計 1330 天王寺 1 うつ・うつ状態 105
浪速 3 ギャンブル 1

2 相談者の性別 西淀川 4 摂食障害 0
男性 568 淀川 4 てんかん 0
女性 761 東淀川 12 その他 48

不明 1 東成 10 合計 1330

合計 1330 生野 3
旭 0 7　相談内容（重複あり）

3　対象者の性別 城東 8 育児上の問題 8
男性 582 鶴見 4 家庭内の問題 170
女性 744 阿倍野 4 学校についての問題 10
不明 4 住之江 4 職場・仕事等の問題 123

合計 1330 住吉 7 近隣との関係 39
東住吉 13 性の悩み相談 5

4　対象者の年齢 平野 7 異性との関係 39
10歳未満 1 西成 9 性格についての悩み 20
10～14歳 4 食欲の異常 2
15～19歳 9 症状について 301
20～29歳 84 府下 434 医療機関について 31
30～39歳 78 その他 207 病気の知識について知りたい 5
40～49歳 142 不明 6 精神障害者への関わり方について 3

50～59歳 164 合計 1330 社会復帰に関して 3
60～69歳 145 社会資源に関して 15
70歳以上 103 話がしたい・話相手がほしい 615
不明 600 人生相談 45

合計 1330 その他 52

合計 1486

8　援助方法
助言 195
他機関紹介 87
傾聴 1012
その他 36

合計 1330

市内だが
不明 5
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カ うつ病予防の普及啓発 

各種パンフレット等を作成し、「こころの健康問題」に対する意識の高揚を図っている。 

 

キ うつ病の家族教室 

 家族が正しい知識を学び、病気を理解し、本人への接し方を考えるためのうつ病の家族教室

（1クール2回を2クール）を開催した。また、うつ病家族の自助グループの育成を目指し、継続

して交流会を行っている。 

 

○実施状況 

コース 年月日 講師 参加者数 

休日コース 
4. 8.27 やすだメンタルクリニック 院長 

安 田  究 

16人 

4. 9.10 13人 

平日コース 
4.11.16 やすだメンタルクリニック 院長 

安 田  究 

18人 

4.11.30 12人 

 

○交流会（令和4年4月～令和5年3月） 

     開催回数 8回 延参加者数 20人 

 

ク 大阪市自殺対策検討連絡会議 

平成21年3月から大阪市精神保健福祉審議会・自殺防止対策部会と大阪市関係各担当が連携

して自殺対策を推進し、施策等について協議・検討するため、大阪市自殺対策検討連絡会議を

開催している。 

  ※令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 
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（８）ひきこもり相談支援事業 

「ひきこもり」は様々な要因の結果として、就学や就労などの社会的参加を回避し、原則的

には６か月以上にわたって概ね家庭にとどまり続けている状態である。内閣府の実態調査の結

果では、満 15歳から 39歳で 54.1万人、満 40 歳から 64歳で 61.3万人が、ひきこもり状態に

あると推計され、8050問題等、大きな社会問題となっている。 

大阪市では、こころの健康センターにおいて、平成 21 年度よりひきこもり地域支援センタ

ーの運営を開始し、ひきこもりの一次相談窓口として、ひきこもり問題の早期発見・早期対応

のための情報把握、精神保健医療等のサービスの必要性の判断、必要な支援機関につなぐ等の

支援を行うとともに、精神科医師によるひきこもり専門相談やひきこもりの家族をサポートす

るため、家族教室及び家族交流会を実施している。また、対象者の相談内容等に応じた適切な

支援を行うことができるよう、事例検討会や関係局会議を開催している。令和２年度には、大

阪市のひきこもり状態にある方の実態を把握するため、生活状況に関する調査（ひきこもりに

関する実態調査）を実施した。 

ひきこもり電話相談 開設時間：平日の午前 10時～午後５時 電話相談後、必要に応じ面接・訪問を行っている。 

ア ひきこもり電話相談件数 

1 相談件数内訳 （件）  5 対象者居住地 （実人数） 6 相談種別       （実件数） 

延件数 838  北 13   不登校 31 

実件数 347  都島 26  ひきこもり（第 1 群：精神） 61 
  

 福島 9  ひきこもり（第 2 群：発達） 9 

2 相談者 （延人数） 此花 9  ひきこもり（第 3 群：ＰＤ等） 2 

ひきこもり本人 519  中央 12  ひきこもり（その他） 119 

母 188  西 6  その他 125 

父 46  港 5  計 347 

配偶者 5  大正 6    
子ども 2  天王寺 8  7 相談内容       （延件数） 

兄弟姉妹 29  浪速 4  1 本人との関わり方 102 

友人 5  西淀川 6  2 就学・学業 7 

その他 44  淀川 20  3 就労 33 

計 838  東淀川 21  4 当事者の居場所 17 

   東成 2  5 医療機関 32 

3 対象者の性別 （実人数） 生野 7  6 親の会 5 

男性 217  旭 13  7 将来の不安 74 

女性 106  城東 26  8 金銭面 14 

不明 24  鶴見 10  9 他者との交流 6 

計 347  阿倍野 9  10 話を聞いてほしい 432 

   住之江 17  11 他都市の情報 7 

4 対象者の年齢 （実人数） 住吉 18  12 その他 109 

18 歳未満 25  東住吉 9  計 838 

18・19 歳 16  平野 19      

20 歳代 87  西成 3   8 相談後の処遇     （延件数） 

30 歳代 53  市内だが不明 44  助言 86 

40 歳代 60  市外 24  他機関紹介 227 

50 歳代以上 40  不明 1  傾聴 434 

不明 66  計 347  面接予約 31 

計 347     アウトリーチ予約 0 
   

   他機関との連携 7 
   

   その他 53 

      計 838 
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イ ひきこもり面接相談件数 

 

1 面接相談者（延人数）  2 面接の種別   （実件数）  3 面接結果の処遇（延回数）   

ひきこもり本人 2  不登校 1  助言 17 

母 27  ひきこもり（第 1 群：精神） 5  他機関紹介 8 

父 7  ひきこもり（第 2 群：発達） 1  傾聴 2 

配偶者 0  ひきこもり（第 3群：PD 等） 0  面接予約 1 

子ども 0  ひきこもり（その他） 9  アウトリーチ予約 0 

兄弟姉妹 0  その他 2  他機関との連携 0 

友人 0  計 18  その他 2 

その他 2     計 30 

計 38       

 

ウ ひきこもりアウトリーチ（訪問支援）件数 

 

※令和４年度は、実施なし。 

 

 

エ ひきこもり専門相談（年間 12回開催） 

 

 男性 女性  計 

実件数 21 2 23 

延件数 39 3 42 

（内訳）本人面接 8 1 9 

    家族面接 27 2 29 

   支援者面接 4 0 4 

 

オ 家族教室（年間 12回開催）   
 

〇実施状況 

開催日 内容 参加人数  開催日 内容 参加人数 

4. 4.19 
ひきこもりのメカニズム

を知る 
11 

 
4.10.18 

プラスの面に注目してみ

よう 
12 

4. 5.17 
どうしてこういう行動を

しているの？ 
11 

 
4.11.15 

先回りをやめて向き合っ

てみよう 
9 

4. 6.21 暴力の予防と対処方法 17  4.12.20 第 4～7 回を振り返ろう 10 

4. 7.19 第 1～3 回を振り返ろう 10  5. 1.17 家族の元気が 1 番 8 

4. 8.16 
コミュニケーションは変

えられる（１） 
13 

 
5. 2.21 次の一歩を一緒に探そう 5 

4. 9.20 
コミュニケーションは変

えられる（２） 
10 

 
5. 3.14 １年間を振り返ろう 6 

 

〇家族交流会 

開催回数 4回  延参加者数 47人 
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（９）依存症対策支援事業 

平成 30年度から大阪市こころの健康センターを依存症相談拠点とし、依存症対策支

援事業を実施している。 

 

ア 相談支援事業 
（ア）依存症相談員による相談 

依存症相談員を配置し、開庁時、常時相談に応じている。          （人）  

    アルコール 薬物 ギャンブル等 その他 計 

電話 449 187 260 114 1,010 

面接 35 26 40 １ 102 

計 484 213 300 115 1,112 

 

（イ）専門の医師による相談 

専門の医師による相談（予約制）を実施した。 
 

【令和４年度 アルコール関連問題相談実施状況】 

相談件数              （人）  

 男 性 女 性 計 

実件数 22 ３ 25 

延件数 22 ３ 25 

 

対象者の内訳                                     （人） 

 20 代 30 代 40代 50代 60代 70 代以上 計 

男性 ４ ０ ３ ６ ７ ２ 22 

女性 １ ０ ０ ０ １ １ ３ 

計 ５ ０ ３ ６ ８ ３ 25 

 

相談者別（重複あり）             （人） 

本人 11 

配偶者 12 

両親 ６ 

兄弟・姉妹 １ 

その他（子、知人、支援者など） 12 

 

主な相談内容 

 

・ アルコール依存症について      ・アルコール依存症の治療について 

・ 酒害について            ・依存症かどうかの見立て 

・ 治療の動機づけについて       ・家族の対応について  

・ 自助グループ（本人・家族）について 

・ 断酒継続のための生活上の注意について  
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【令和４年度 薬物関連問題相談実施状況】 

相談件数                 （人） 

 男 性 女 性 計 

実件数 15 ５ 20 

延件数 16 ６ 22 

 

対象者の内訳                                           （人） 

 10代 20 代 30代 40代 50代 60代以上 不明 計 

男性 １ ７ １ ３ ４ ０ ０ 16 

女性 ０ ４ １ ０ １ ０ ０ ６ 

計 １ 11 ２ ３ ５ ０ ０ 22 

 

相談者別（重複あり）                （人） 

本人 11 

配偶者 ３ 

両親 18 

兄弟・姉妹 ３ 

その他（知人、支援者など） ４ 

 

薬物の種類（重複あり）               （人） 

覚せい剤 ４ 

大麻 ６ 

有機溶剤 ０ 

危険ドラック １ 

その他（処方薬、市販薬等） 14 

 

主な相談内容 

  

・ 薬物依存症について        ・ 薬物依存症の治療について 

・ 依存症かどうかの見立てについて  ・ 治療の動機づけについて 

・ 家族の対応について            

・ 自助グループ（本人・家族）について 

・ 断薬継続のための生活上の注意について 
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【令和４年度 ギャンブル等関連問題相談実施状況】 

相談件数               （人） 

 男 性 女 性 計 

実件数 35 ３ 38 

延件数 36 ３ 39 

 

対象者の内訳                                 （人） 

 20 代 30代 40代 50代 60代以上 計 

男性 10 12 ９ １ ３ 35 

女性 １ ０ ０ １ １ ３ 

計 11 12 ９ ２ ４ 38 

 

相談者別（重複あり）               （人） 

本人 25 

配偶者 ６ 

両親 16 

兄弟・姉妹 ４ 

その他（子、知人、支援者など） ４ 

 

ギャンブル等の種類（重複あり）         （人） 

パチンコ・パチスロ 22 

競馬 16 

競輪 ４ 

競艇 ６ 

オートレース ０ 

その他 16 

 

主な相談内容 

 

（ウ）依存症相談対応力強化事業（土日電話相談「おおさか依存症土日ホットライン」） 

平成 30 年 6 月から、土日の昼間の時間帯（13：00～17：00）における電話相談を開始し

た。【大阪府・堺市と共同実施（委託事業）】 

○令和４年度 電話相談件数（4月～3月）185件（うち大阪市 87件） 

 

  

・ ギャンブル等依存症について      ・ ギャンブル等依存症の治療について 

・ 依存症かどうかの見立て       ・ 治療の動機づけについて 

・ 家族の対応について 

・ 自助グループ（本人・家族）について 

・ 生活上の注意について        
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イ 依存症支援者育成事業 

（ア）アルコール関連問題に係る支援者育成事業（「飲酒と健康を考える会」） 

医療機関・地域包括支援センター・訪問看護ステーション・断酒会・ＡＡ・アルコール関

連作業所等でアルコール関連問題にかかる支援者を対象に、研修を実施した。 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

４.12.14 

講演「アルコール依存症について」 

「回復施設の役割について」 

  「当事者の体験談」 

    意見交換会 

新生会病院 院長 

和 気 浩 三 

釜ヶ崎ストロームの家 施設長 

高 橋 郁 夫 

26人 

５.１.11 「問題解決しない事例検討会」 

意見交換会 

オラシオン相談支援センター 

辻  本 直  子 
24人 

 

（イ）行政職員専門研修事業 

ギャンブル等依存症相談に従事する行政職員を対象に研修を実施した。 

【大阪府・堺市と共同実施】 

年 月 日 講 義 内 容 講  師 参加者数 

４.８.29 
・ギャンブル等依存症の理解と対応につ

いて 

・借金問題への対応について 

島根県立心と体の相談センター 小原 圭司 

 

大阪いちょうの会    新川 眞一 

75人

（うち

大阪市

５人） 

 

（ウ）医療機関職員専門研修事業  

    依存症専門医療機関の選定条件の一つである「依存症治療指導者養成研修」として医療機 

関職員を対象に研修を実施した。【大阪府・堺市と共同実施】 

 

 

年 月 日 内 容 講  師 参加者数 

４.11.６ 

・講演「ギャンブル依存症のハーム・リダ

クション：害を減らす臨床心理学的アプ

ローチ」 

人間環境大学 総合心理学部  横光 健吾   34人 

・関係団体とのパネルディスカッション 

・「医療機関と各機関の連携」 
大阪府こころの健康総合センター籠本 孝雄 21人 

４.12.17 

・講演「ヒトは何故、依存症になるのか。

回復とは何か、そのために必要な関わり

方とは何か」 

関西医科大学精神神経科学講座池田 俊一郎 32人 

・関係団体とのパネルディスカッション 

・「医療機関と各機関の連携」 
大阪府こころの健康総合センター籠本 孝雄 18人 

 

５.２.４ 

 

・講演「目に見えぬ生きづらさ隠す依存症」 信貴山病院ハートランドしぎさん 長 徹二 27人 

・大阪精神医療センターでのアルコール依

存症治療について 
大阪精神医療センター   入來 晃久 18人 
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ウ 普及啓発・情報提供事業 

（ア）市民向け啓発講演会 

市民を対象に依存症に関する知識の普及を目的にアルコール・薬物・ギャンブル等の

依存症に関する講座を実施した。 

年月日 テーマ 講 師 参加者数 

４.８.４ 

・依存症はやめたくてもやめられない病気です

～ただの酒好き、ギャンブル好きとどう違う

の？～」 

信貴山病院ハートランド信貴山              

長 徹二 
26人 

４.９.13 ・薬物依存症について知ろう 
久米田病院副院長              

狩山 博文 
20人 

４.９.27 
・薬物の問題を抱える方の支援について 

・当事者の体験談 

特定非営利活動法人 大阪マック   

町口 新二 

 岡添 勇希  
  ９人 

４.10.14 ・アルコール依存症について知ろう 
小谷クリニック院長   

小谷 陣 
32人 

４.11.22 

・アルコールの問題を抱える方への支援につい

て 

・当事者の体験談 

特定非営利活動法人 いちごの会   

松政 亜希子 

 小川 妙子 
26人 

４.12.２ ・ギャンブル等依存症について知ろう 
大阪精神医療センター              

入來 晃久 
22人 

 

（イ） ギャンブル等依存症問題啓発週間（５月 14日～20日）における取組み  

① 依存症相談のリーフレットを大阪メトロ主要駅に設置 

② リスティング広告で依存症相談ダイヤル周知。ホームページ内容更新 

③ 各区、関係機関に啓発週間に関するポスターの配付 

④ デジタルサイネージでの啓発（府、堺市と共同実施） 

⑤ 啓発用ウェットティッシュの作成 

 

（ウ）アルコール関連問題啓発週間（11月 10日～16日）における取組み 

① 大阪市こころの健康センターにおいて、啓発資料のパネル展示及び相談窓口を掲載した 

リーフレットの配架を行った。また、大阪市ホームページ上で啓発資料を掲載した。 

     ② 各区、関係機関へポスター配付 

 

エ 依存症家族支援事業（依存症者の家族教室） 

依存症に悩む人たちを支える家族のための教室を実施した。 

＜アルコール＞ 

年 月 日 テ ー マ 講  師 参加者数 

４.８.５ アルコール依存症について 
阿部クリニック院長 

阿部 哲也 
４人 
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＜薬物＞ 

 

＜ギャンブル等＞ 

  

 

オ ギャンブル等依存症回復支援プログラム 

  ギャンブル等の問題で困っている当事者を対象に、ＳＡＴ-Ｇ（島根ギャンブル障がい回復ト 

レーニングプログラム）のワークブックを用いて、個別にプログラムを実施した。 

  令和４年 9月～令和５年 2月に月 1回全 6回実施し、参加者７名のうち１名が修了した。 

４.10. 3 よいコミュニケーションについて 
藤井クリニック  

小野 史絵 
７人 

４.11.１ 体験談、交流会 
大阪市断酒連合会・家族会 

依存症当事者・家族 
８人 

４.11.25 家族の対応について 
藤井クリニック  

小野 史絵 
11人 

４.12.27 家族のセルフケアについて 
藤井クリニック  

小野 史絵 
５人 

年 月 日 テ ー マ 講  師 参加者数 

４.８.３ 薬物依存症について 
えんどうこころのクリニック院長  

遠藤 晃治 
２人 

４.10.３ よいコミュニケーションについて 
藤井クリニック  

小野 史絵 
２人 

４.10.27 体験談、交流会 依存症者の家族 ４人 

４.11.25 家族の対応について 
藤井クリニック  

小野 史絵 
１人 

４.12.27 家族のセルフケアについて 
藤井クリニック  

小野 史絵 
０人 

年 月 日 テ ー マ 講  師 参加者数 

４.８.22 ギャンブル等依存症について 
大谷大学名誉教授  

滝口 直子 
11人 

４.10.３ よいコミュニケーションについて 
藤井クリニック  

小野 史絵 
14人 

４.10.17 体験談、交流会 依存症の家族 ４人 

４.11.25 家族の対応について 
藤井クリニック 

小野 史絵 
12人 

４.12.27 家族のセルフケアについて 
藤井クリニック 

         小野 史絵 
11人 

５.１.24 債務問題について 
伊東司法書士事務所 

伊東 弘嗣 
12人 



- 33 - 

 

カ 依存症関連機関連携会議 

大阪府における依存症者の支援に関することについて協議・検討するため、大阪府依存症関連

機関連携会議に参画している。 

 

キ 依存症治療拠点及び専門医療機関の選定 

依存症患者が適切な医療を受けられるようにするため、基準に基づく依存症に関する専門医療

機関及び、治療拠点となる医療機関を選定している。 

＜選定医療機関＞ 

  保険医療機関名称 保険医療機関所在地 

対象の依存症 

アルコ

ール 
薬物 

ギャン

ブル 

専門 

医療機関 

医療法人  

藤井クリニック 

大阪市都島区東野田

町 1－2 1－7－2 F 
○ ○ ○ 

地方独立行政法人大阪府立病院機構 

大阪精神医療センター 

枚方市宮之阪三丁目

16番 21号 
○ ○ ○ 

医療法人小谷会  

小谷クリニック 

大阪市阿倍野区旭町

1－1－27－2F 
○     

医療法人遊心会 

にじクリニック 

大阪市淀川区西中島

6-11-31 レーベネックス２Ｆ 
○  ○ 

医療法人孟人会 

悲田院クリニック 

大阪市天王寺区悲田

院町 5-13 
○   

治療 

拠点機関 

地方独立行政法人大阪府立病院機構 

大阪精神医療センター 

枚方市宮之阪三丁目

16番 21号 
○ ○ ○ 

 

ク 薬物乱用防止対策事業 

（ア）薬物乱用防止教室 

大阪市立高校の学生を対象に、依存症に関する教室を開催している。 

   令和４年度は実施なし。 

   

（イ）啓発用リーフレットの配付 

各区で実施される「成人の日記念のつどい」に参加する新成人に対して薬物乱用防止啓発

用リーフレットを配布した。 

  

  

年月日 リーフレット名 対 象 者 配 付 数 

５.１.６ 
わかってるのにやめられない 

～それって依存症かも～ 
新 成 人 12,600部 
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(10) 措置入院者等退院後支援事業 

  入院をした精神障がい者は、地域生活を送る上で様々な課題やニーズを抱えていることが多く、

円滑な社会復帰等の観念からは、そのニーズに応じて、退院後に必要な医療、福祉、介護、就労

支援等の支援を受けられる環境を整備することが重要である。 

  大阪市では、こころの健康センターにおいて、平成 30 年度より「大阪市措置入院者等退院後

支援事業」を実施し、入院中の精神障がい者が、社会復帰の促進及び自立と社会経済活動への参

加促進等のために必要な医療等の包括的支援を継続的かつ確実に受けることにより、地域でその

人らしい生活を安心して送ることができるよう支援をしている。 

 

 ※支援対象者：退院後の医療等の支援を行う必要がある入院中の精神障がい者のうち、退院後支

援に関する計画に基づく支援をうけることを希望したもの。 

 

支援実績状況  

支援対象者（実人員） 26名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）組織の育成 

地域精神保健福祉の向上を図るため、保健福祉センターにおいて、各区の自助組織・家族

会・ボランティア等の育成に努めているが、これに協力するとともに、広域的な組織の育成

に努めている。 

 延件数 

支

援

方

法 

電 話 551 

面 接 ９ 

訪 問 247 

計 807 
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（12）精神医療審査会 

平成8年4月からの精神保健福祉法の大都市特例の施行に伴い、同法第12条に基づき、大阪

市精神医療審査会を設置し、平成12年4月の大阪市こころの健康センター設立により、その

事務局を同センターに置いた。精神医療審査会は10名の委員で構成され2つの合議体に区分

し、定期病状報告書等の審査及び退院・処遇改善請求等の審査を行い、精神科病院入院患者

の適正な医療及び保護の確保に努めている。なお、精神医療審査会の円滑な運営のために予

備委員5名をおいている。 

 

ア 開催状況 

全体会議 令和5年 3月16日 

合議体 

審  査 

令和4年 4月21日 

令和4年 5月20日 

令和4年 6月16日 

令和4年 7月15日 

令和4年 8月18日 

令和4年 9月16日 

令和4年10月20日 

令和4年11月18日 

令和4年12月15日 

令和5年 1月20日 

令和5年 2月16日 

令和5年 3月16日 

   

イ 入院届・定期病状報告の審査状況 

                     （件） 

 

医療保護入院

者の入院届 

医療保護入院者

の定期病状報告 

措置入院者の 

定期病状報告 
計 

審 査 件 数 606 1 10 617 

結 

果 

現 入 院 形 態 が 適 当 606 1 10 617 

他の入院形態へ移行 0 0 0 0 

入 院 の 必 要 な し 0 0 0 0 
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ウ 退院・処遇改善請求の審査状況 

                                                                               （件） 

請 求 件 数 結  果 

退 院 請 求 

（うち処遇改善請求を含む） 

16 

（2） 

現 入 院 形 態 が 適 当 6 

他 の 入 院 形 態 へ 移 行 5 

入院の継続は適当ではない 0 

取 り 下 げ 等 4（1） 

請 求 審 査 中 1（1） 

処 遇 改 善 請 求 

（ 単 独 ） 
0 

現 処 遇 が 適 当 0 

現 処 遇 が 不 適 当 0 

取 り 下 げ 等 0 

 

 

エ 実地審査状況 

入院後概ね3か月を経過した措置入院患者及び実地審査の必要があると認めた医療保護入

院患者等を対象に、病状及び措置に関する実地審査を実施し、精神障がい者の人権尊重を

基本とした適正な医療の確保に努めている。 

（件） 

 

 

 

（13）大阪市自立支援医療費（精神通院）支給認定・手帳交付審査委員会の運営（委員数7人） 

平成18年4月1日に精神保健福祉審議会の部会として設置し、平成21年8月1日からは、組織を

独立させ、審査会議として設置要綱を制定し、さらに、平成25年4月1日からは執行機関の附属

機関に関する条例に基づき、大阪市自立支援医療費（精神通院）支給認定・手帳交付審査委員

会として設置している。自立支援医療費（精神通院）支給認定、精神障がい者保健福祉手帳の

等級判定に係る審査を行う委員会の運営を行っている。 

令和４年度開催回数   21 回 

 

 審査件数 
結     果 対象となった 

病  院  数 現入院形態が適当 他の入院形態へ移行 

措 置 入 院  3  3 0  3 

医療保護入院  7  7 0  7 

任 意 入 院  6  6 0  6 

計 16 16 0 16 



- 37 - 

 

２ 精神保健福祉主管課業務 

平成12年4月の大阪市こころの健康センター開設時より、精神保健福祉主管課の業務の一部を

実施している。 

 

（１）精神保健福祉審議会の運営（委員数 12人） 

精神保健福祉法第9条第1項及び大阪市精神保健福祉審議会条例に基づき、本市の精神保健福

祉施策全般について審議する大阪市精神保健福祉審議会の運営事務を行っている。 

○大阪市精神保健福祉審議会 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 

 

（専門部会） 

ア 自殺防止対策部会（委員数 11人） 

平成20年7月1日に自殺防止対策部会設置要綱を制定し、自殺対策基本法の理念に基づき、

市民が｢生きやすい社会｣の実現を目指し、総合的・効果的な自殺防止対策について審議を行

っている。 

○大阪市精神保健福祉審議会・自殺防止対策部会 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 

 

（２)措置・緊急措置診察（入院）事業 

ア 措置診察 

精神保健福祉法第27条にもとづく精神保健指定医による措置診察を実施している。措置入院

患者の移送については、本市職員が同乗して本市救急車で移送を行っている。 

 

イ 緊急措置診察 

夜間・休日の対応については、緊急措置診察受付窓口を大阪府・堺市と共同で設置し、平日

夜間は午後5時から翌日午前9時、休日は24時間、警察からの通報を受け付け、待機職員が緊急

措置診察業務を行っている。 

 

                                        （件） 

区    分 
申請・通報

受付件数 

緊急措置

診察実施

件数 

緊急措

置入院

者数 

措置診察

（本鑑定）

実施件数 

措置入

院者数 

 

22条申請 ２ ０ ０ ０ ０ 

23条通報 

平日日中 200 ０ ０ 67 67 

夜間・休日 
（緊急措置診

察受付窓口） 

499 205 
 

178 166 
 

155 

24条通報 40 ０ ０ 14 13 

26条等通報 195 ０ ０ ２ ２ 

計 936 205 178 249 237 
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（３）医療保護入院等の移送事業 

精神保健福祉法第34条に基づく「医療保護入院等のための移送事業」については平成12年7

月から開始した。移送のための診察にあたっては各区の保健福祉センターと大阪市こころの健

康センターが合同で事前調査を行っている。移送は本市の救急車で行い、大阪市こころの健康

センター職員が同乗し、精神障がい者の人権に配慮した医療の確保に努めている。 

【令和４年度実績 ０件】 

 

（４）精神障がい者保健福祉手帳の交付 

各種の支援サービス利用を可能にし、精神障がい者の社会復帰と社会参加の促進を図るため

に交付している。 

【令和４年度末精神障がい者保健福祉手帳交付者数 47,618名】 

（1級 3,361人   2級 28,392人   3級 15,865人） 

 

（５）障がい者の乗車料金福祉措置 

平成9年10月から、市営（平成30年4月1日より民営化）の地下鉄・市バス・ニュートラム等の

乗車料金を等級に応じた割引を実施しており、手帳所持者に乗車料金割引証または無料乗車証

を交付している。 

 

（６）自立支援医療費（精神通院）の支給認定  

障害者総合支援法に基づき精神障がい者の通院医療について、医療費の一部に対し公費負担

を行っている。 

【令和４年度末受給者数  78,481人】 

【自立支援医療費（精神通院）公費負担額 15,717,547,356円】 

 

（７）精神障がい者地域生活支援広域調整等事業 

大阪市では平成 14年 11月から精神科病院に長期入院中の患者の退院に向けて地域生活移行

支援事業に取り組み、市内 9か所の地域活動支援センター（生活支援型）の自立支援員やピア

サポーターとともに実施してきた。 

平成 20年度に、国による「地域移行支援特別対策事業実施要綱」が制定されたことで、本市

も「コーディネーターの配置」「退院促進ピアサポート事業」「体験宿泊推進事業」を特別強化

策として実施、平成 21 年度には、事業のさらなる推進を図るために「精神障がい者地域生活

移行支援事業検討会議」を設置した。平成 24年度の障害者自立支援法（現障害者総合支援法）

の改正により地域移行支援が個別給付化され、事業としての取り組みは終了となった。 

平成 30 年 4 月から、大阪市独自の取り組みとして、精神科病院に退院可能な状態にもかか

わらず長期（概ね 1年以上）入院を余儀なくされている方に対し、退院意欲の向上や地域での

生活をイメージしていただけるような支援を行う「地域生活移行推進事業」を実施している。 

また、平成 29年に、「精神障がいの有無や程度にかかわらず、誰もが地域の一員として安

心して自分らしい暮らしをすることが出来るよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参

加（就労）、地域の助け合い、教育が包括的に確保された『精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステム』の構築が必要」という、国の新たな政策理念が示された。大阪市でも、第 5期
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障がい福祉計画に基づき「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る保

健・医療・福祉関係者による協議の場」を、令和 2年度末に大阪市障がい者施策推進協議会

のもとに「精神障がい者地域生活支援部会」として設置し、施策審議を進めることとした。 

 

 

ア 地域移行支援の実施状況 （過去10年間） 

                                                         (人)                                 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

 退   院 14 16 16 13 12 17 10 13 11 13 

退院に至らず支援中止・中断  6 10  7  0  2  2  4  2  4 2 

退院に至らず支援継続 24 18 11  8 12  9 16 14  5 3 

計 44 44 34 21 26 28 30 29 20 18 

           

イ 地域生活移行推進事業 

  支援対象者（精神科病院で、病状が安定し退院可能な長期入院者）に対し、こころの健康セ

ンターが選定した登録事業者が、精神科病院等に訪問し、退院意欲を高めることで障がい者自

立支援給付制度の地域移行支援の申請ができるよう支援することを目的として実施している。 

  令和４度事業利用者：８人（前年度からの継続者５人） 

             内 令和４年度中に地域移行支援の申請を行った者：１人 

 

ウ ピアサポーターによる啓発活動 

ピアサポーターが入院患者や病院関係者に対し地域生活について情報提供することで、入院

患者の退院意欲を高めると共に、精神科病院職員の地域移行への意識を高めることで地域移行

支援等の利用を促進する。また、ピアサポーターが自身の体験談を語ることで、地域住民や

支援者等が精神障がいについての理解を深め、差別や偏見のない、あらゆる人が共生でき

る包摂的な社会を構築することを目的として実施している。 

 

 

市民・支援者等への啓発 

対 象 者 回  数 

支援者、ボランティア ２回 

家  族 26回 
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エ ピアサポーター交流会 

 ピアサポーターが当事者支援の輪と活動の場を広げることを目的とし交流会を行った。 

実 施 日 内  容 場  所 参加者数 

4. 7.27 
・情報交換 

・媒体づくり 
こころの健康センター 7人 

4. 8.30 ・保健師との交流 こころの健康センター 10人 

4. 9.22 
・講義「ピアサポーターとして働く上で

のセルフマネジメント」 
こころの健康センター 11人 

4.11.14 
・振り返り、次年度計画 

・媒体づくり 
こころの健康センター 12人 

 

オ 精神障がい者ピアサポートに関する支援者研修 

支援者がピアサポーターの活動内容や役割を学ぶことで、精神障がい者が充実した地域生活を

送るためには、ピアサポーターの介入が効果的であるということを理解し、ピアサポーターの育

成を促進することを目的として新たに開催した。 

実 施 日 内  容 講  師 参加者数 

4. 7.14 

・講演「精神障がい者との協働とピア

サポーターの役割」 

・シンポジウム「ピアサポーターの活

動について」 

桃山学院大学社会学部 教授 

栄  セツコ 

ピアサポーター及び所属先の職員 

19人 

 

カ ピアサポーター養成講座 

入院患者の退院意欲を高め、社会的入院を解消していくためには、当事者の仲間であるピアサ

ポーターの存在が極めて重要かつ有効である。地域生活移行支援事業を利用して退院し地域生

活を送っている精神障がい者等でピアサポート活動を希望する者を対象とし、当事者支援の輪

と活動の場を広げることを目的に養成講座を開催している。令和４年度は９人が修了した。 

実 施 日 内  容 講  師 

4. 8. 9 
ピアサポートの理解 

～ピアサポートの意義と基本理念～ 

大阪公立大学 現代システム科学域 教育福祉学類 准教授  

松 田 博 幸 

4. 8.17 退院促進の意義と大阪の精神科病院事情 
大阪精神医療人権センター 

山 本 深 雪 

4. 8.24 コミュニケーションの手法と実践 
株式会社ジャパンEAPシステムズ 

川 端 洋 子 

4. 8.29 
所属機関におけるピアサポーターの役割

と活動の実際 
ピアサポーター及び所属先の職員 

4. 9. 2 ピアサポーターの基盤と専門性 
桃山学院大学 社会学部ソーシャルデザイン学科 教授 

栄  セツコ 

4. 9.15 
ピアサポートの専門性の活用～語りの実

践～ 
ピアサポーター 

4. 9.22 
ピアサポーターとして 

働く上でのセルフマネジメント 

住之江区障がい者基幹相談支援センター  

陶 延   彰 

4. 9.30 
ピアサポーターの専門性の活用と気づき

の共有 

桃山学院大学 社会学部ソ－シャルデザイン学科 教授 

栄  セツコ 
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キ 技術支援・コーディネート 

 

内    容 訪問（件） 電話（件） 

地域移行ケース相談 0 35 

地域移行相談者への事前面接 3  

地域移行相談者ケースカンファレンス 4  

地域移行相談者への継続面接 0  

地域移行ケア会議 0  

啓発活動に関する連絡調整 0 7 

啓発活動 9  

計 16 42 

 

 

（８）心神喪失者医療観察法に基づく社会復帰支援 

重大な他害行為を行った心神喪失者等に対して継続的かつ適切な医療や地域ケアを確保し

て、その社会復帰を促進することを目的に心神喪失者等医療観察法が平成 17年に施行された。 

こころの健康センターでは、保護観察所および医療機関が定例的に実施するケア会議に出席

し、関係機関、各区保健福祉センターが主体的に地域処遇にかかわれるよう技術支援をしてい

る。 

平成 17 年７月から令和４度末までの対象者は 115 人で、令和４年度末までに医療観察処遇

を終了した者は 99人となっている。 

 

ア 令和４年度医療観察法対象者および支援状況 

対象者  :19人（内新規対象者：８人） 

新規対象者８人の内訳 

処 遇: 入院処遇対象者８人 

疾病別: 統合失調症５人、妄想性障害１人、 

覚醒剤精神病１人、症状性精神病１人  

ケア会議出席:45回 

 

 

  イ 医療観察制度に係る業務連絡会への参加 

    医療観察法における対象者への処遇を適正かつ円滑に実施するため、大阪保護観察所が開

催する会議に参加している。 
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（９）精神科救急医療体制整備事業 

ア おおさか精神科救急ダイヤルの設置 

大阪府・堺市と共同で相談窓口の少ない夜間・休日の時間帯を中心に精神科救急医療の利用

などについて、平成14年７月29日から、24時間体制で電話相談に応じることのできる「こころ

の救急相談」を設置していた。平成27年度より開設時間を夜間・休日とし、「おおさか精神科救

急ダイヤル」に変更した。かかりつけの医療機関が診療を行っていない夜間・休日において、

精神疾患を有する方やその家族の方などから、こころの病気に関する緊急時に必要に応じて精

神科救急医療機関の利用について案内を行うとともに、相談のなかで医療的な判断等が必要な

場合は精神科救急病院の医師の助言を求めて速やかに対応を行っている。 

 

令和４年度おおさか精神科救急ダイヤル利用状況 

（大阪府下全域の合計件数） 

(1) 相談利用  (2) 利用者  (3) 性 別 

種別 件数（件） 割合（％）  種別 件数（件） 割合（％）  種別 件数（件） 割合（％） 

新 規 4,415 25.5  本 人 12,944 74.7  男 5,294 30.6 

継 続 11,772 67.9  家族その他 4,381 25.3  女 11,347 65.5 

不 明 1,138 6.6  計 17,325 100.0  不 明 684 3.9 

計 17,325 100.0      計 17,325 100.0 

 

(4) 地域  (5) 年齢  (6) 相談内容（複数有り） 

種別 件数（件） 割合（％）  種別 件数（件） 割合（％）  種別 件数（件） 割合（％） 

大阪市内 6,702 38.7  10歳未満 6 0.0  医療関係 10,806 55.5 

府域・堺市 9,023 52.1  10歳代 408 2.4  福祉関係 139 0.7 

他府県 162 0.9  20歳代 1,152 6.6  その他 8,508 43.7 

不 明 1,438 8.3  30歳代 1,190 6.9  計 19,453 100.0 

計 17,325 100.0  40歳代 1,921 11.1     

    50歳代 6,574 37.9     

    60歳代 3,083 17.8     

    70歳代 757 4.4     

    80歳代以上 358 2.1     

    不 明 1,876 10.8     

    計 17,325 100.0     
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イ 精神科救急医療情報センターの設置 

  おおさか精神科救急ダイヤル、救急隊、警察からの相談に対して、精神科救急医療情報セン

ターの精神保健福祉士等が医療機関と連携して受診が必要かどうかを判断し、受診が必要な場

合は症状等にあった医療機関に受診を予約している。 

  【受付時間】 

   平    日   17時から翌朝9時 

   土曜日・休日      9時から翌朝9時 

  

 

ウ 一次救急医療体制の整備 

  精神科救急医療情報センター、おおさか精神科救急ダイヤルで外来対応可能と判断された場

合に、大阪市が開設している精神科一次救急診療所にて外来対応を行っている。 

【受付時間】 

   平日・土曜日   20時から23時 

   日曜日・休日      10時から23時 

 

 

エ 二次救急医療体制の整備 

  精神科救急医療情報センターで入院医療も含めた救急受診が必要と判断された場合に速や

かに入院できるよう、府内の精神科病院に救急入院用病床を確保するとともに外来対応も行っ

ている。 

  【受付時間】 

   平  日 17時から翌朝９時  ,  土曜日・休日  ９時から翌朝９時 

○確保病床件数及び受診件数（大阪市・大阪府・堺市）                （件） 

 H30 H31 R2 R3 R4 

病床確保 数 3,033 3,065 3,036 3,042 3,051 

入 院 件 数 1,334 1,545 1,385 1,477 1,493 

外来受診件数 284 275 272 262 241 

計 1,618 1,820 1,657 1,739 1,734 

 

オ 身体合併症治療体制の確保 

平成14年4月1日から大阪府の精神科救急医療システムで運用し、大阪府・堺市と共同で身体

合併症受入病院を府下に10病院で対応している。 

 

○身体合併症受入病院（10病院） 

大阪大学医学部附属病院・大阪急性期総合医療センター 

大阪公立大学医学部附属病院・藍野病院・関西医科大学総合医療センター・東香里病院 

浅香山病院・大阪医科薬科大学附属病院・大阪市立総合医療センター・大阪赤十字病院 
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○身体合併症患者の受入件数（大阪市・大阪府・堺市）           （件） 

病院名 
精神科病床数 
（R4.6末現在） 

H30 H31 R2 R3 R4 

大阪大学医学部附属病院 52 4 5 6 2 0 

大阪急性期・総合医療センター  34 73 86 54 31 10 

大阪公立大学医学部附属病院 38 3 1 1 2 1 

藍野病院 600 98 113 100 97 183 

関西医科大学総合医療センター 39 151 164 153 79 110 

東香里病院 173 1 63 63 0 36 

浅香山病院 768 31 40 22 25 33 

大阪医科薬科大学病院 40 4 13 16 22 21 

大阪市立総合医療センター 55 24 23 26 20 15 

大阪赤十字病院 42 4 3 6 5 5 

計 1,841 393 511 447 283 414 
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カ 夜間・休日精神科合併症支援システム 
精神科合併症患者については、医療機関での受け入れが、通常の場合に比べ時間を要してい

る状況であり、精神科合併症患者を受け入れた二次救急病院や救命救急センター（以下、「二次
救急病院等」と言う。）を支援し、救急患者をスムーズに受け入れ、その後の治療まで切れ目な
く対応するために、大阪府・堺市と共同で「夜間・休日精神科合併症支援システム」を平成27
年8月17日から運用している。 
 

○ システムの稼働時間 
 平日夜間（午後5時から翌朝9時まで）及び休日（土・日曜日、祝日、年始・年末） 
 

○ 輪番の合併症支援病院（精神科病院）数及びベッド数 
 2病院、ベッド数2床（各病院1床ずつ） 
 

  ○ 利用状況（平成31年度から令和４年度）                
 
（月別利用件数）                                                     （件） 

 H31 R2 R3 R4 

４月 19 9 9 12 

５月 34 23 21 12 

６月 31 18 14 16 

７月 24 21 22 19 

８月 13 23 17 8 

９月 20 14 13 17 

10月 21 23 19 13 

11月 12 20 9 19 

12月 17 12 20 23 

１月 17 13 17 6 

２月 24 20 12 13 

３月 18 8 15 10 

計 250 204 188 168 

 
   

（対応内訳）                            （件） 

 H31 R2 R3 R4 

コンサルテーション 117 109 72 78 

精神科病院外来受診 15 16 21 8 

精神科病院入院 109 79 88 82 

その他 9 0 7 0 

計 250 204 188 168 
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おおさか精神科救急情報センター 令和４年度実績報告 

１ 対応件数                                   （件） 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

月月 

11月 12月 1月 2月 3月 計 

総件数 251 268 251 230 213 232 266 175 195 225 170 184 2,660 

 

２ 相談経路  

 

 

 

 

                   

 

３ 発生地域  

 

 

 

 

 

 

４ 対象者性別 

 

 

 

 

  

 件 数 

救急隊 567 

おおさか精神科救急ダイヤル 827 

警察 1,044 

その他 222 

計 2,660 

 件 数 

大阪府 1,370 

大阪市 1,100 

堺市 188 

府外発生対象外 0 

不明 2 

計 2,660 

 件 数 

男性 1,225 

女性 1,432 

不明 0 

計 2,660 
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５ 対応医療機関件数    （件）      ６ 時間帯別入電件数（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）精神保健福祉に関する予算・決算業務 

社会復帰施設の建設・整備以外の精神保健福祉に関する事業の予算・決算業務等を大阪市こ

ころの健康センターで実施している。 

 

 

浅香山病院 12 

小曽根病院 8 

こころあ病院 8 

貝塚中央病院 51 

木島病院 69 

久米田病院 102 

京阪病院 24 

光愛病院 17 

国分病院 127 

阪本病院 24 

さわ病院 245 

結のぞみ病院 119 

七山病院 107 

ねや川サナトリウム 31 

阪南病院 170 

水間病院 23 

浜寺病院 30 

茨木病院 7 

阪和いずみ病院 4 

新阿武山病院 32 

大阪さやま病院 7 

八尾こころのﾎｽﾋﾟﾀﾙ 8 

関西サナトリウム 13 

丹比荘病院 42 

阪奈サナトリウム 8 

ほくとくクリニック病院 119 

関西記念病院 10 

吉村病院 12 

オレンジホスピタル 4 

小阪病院 7 

榎坂病院 8 

新生会病院病院 1 

和泉中央病院 9 

美原病院 32 

精神医療センター 3 

計 1,493 

0:00～0:59 104 

1:00～1:59 109 

2:00～2:59 71 

3:00～3:59 54 

4:00～4:59 47 

5:00～5:59 45 

6:00～6:59 33 

7:00～7:59 21 

8:00～8:59 0 

9:00～9:59 98 

10:00～10:59 73 

11:00～11:59 65 

12:00～12:59 65 

13:00～13:59 63 

14:00～14:59 69 

15:00～15:59 54 

16:00～16:59 52 

17:00～17:59 426 

18:00～18:59 254 

19:00～19:59 255 

20:00～20:59 197 

21:00～21:59 193 

22:00～22:59 153 

23:00～23:59 157 
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第３  資    料 
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１ 大阪市精神保健福祉審議会 開催内容  

 

第1回 平成8年4月3 0日（火） 於；大阪コクサイホテル 

審議事項 

・大阪市精神保健福祉審議会の設置について 

・大阪市精神保健福祉審議会条例 

 

 

第2回 平成9年9月12日（金） 於；大阪第一ホテル 

審議事項 

・大阪市の精神保健福祉センターの機能のあり方について 

・（仮称）大阪市障害者支援プランについて 

報告事項 

・平成9年度精神保健福祉関係事業について 

・大和川病院について 

 

 

第3回 平成10年9月11日（金） 於；大阪市役所 

審議事項 

・審議会の公開について 

・大阪市障害者支援プランについて 

・地域保健法及び地域精神保健福祉体制について 

報告事項 

・平成10年度精神保健福祉事業について 

・精神保健福祉法の改正について 

 

 

第4回 平成12年2月22日（火） 於；大阪市役所 

審議事項 

・「大阪市障害者支援プラン」の進捗状況等について 

・「（仮称）大阪市こころの健康センター」の設置と新たな地域精神保健福

祉体制について 

・大阪市内における精神科救急体制の検討について 

・施設コンフリクトの解消に向けた基本的な考え方について 

報告事項 

・精神保健福祉法の改正について 
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第5回 平成13年2月8日（木） 於；こころの健康センター 

審議事項 

・「大阪市内における精神科救急医療体制の整備に関する中間とりまとめ

（案）」について 

報告事項 

・「大阪市障害者支援プラン」の進捗状況等について 

・大阪市こころの健康センターの事業実績等について 

 

 

第6回 平成14年3月28日（木） 於；こころの健康センター 

審議事項 

・大阪市域の精神科救急医療体制の整備について 

報告事項 

・「大阪市障害者支援プラン」の進捗状況等について 

・精神保健福祉に関する平成1 4年度新規事業 

 

 

第7回 平成15年2月7日（金） 於；こころの健康センター 

審議事項 

・（仮称）大阪市精神科救急医療部会の設置について 

・新障害者支援計画の策定について 

報告事項 

・大阪市こころの健康センターの事業実績等について 

 

 

第8回 平成16年3月26日（金） 於；こころの健康センター 

報告事項 

・「大阪市障害者支援計画・重点施策実施計画」の策定について 

・「通院医療費公費負担・手帳交付審査部会」「精神科救急医療部会」開催

状況について 

・大阪市こころの健康センター事業実績及び平成16年度予算（案）の概要

について 

 

 

 

 

 

 

 



- 51 - 

 

第9回 平成17年3月28日（月） 於；大阪市立大学医学部医療研修センター 

報告事項 

・「大阪市障害者支援計画・重点施策実施計画」の進捗状況について（報告） 

・「通院医療費公費負担・手帳交付審査部会」「精神科救急医療部会」の開

催状況について（報告） 

・大阪市こころの健康センター事業実績及び平成17年度予算（案）の概要

について 

・「心神喪失者等医療観察法」について 

・障害者自立支援法案の概要 

  

 

    第10回 平成18年3月28日（火） 於；こころの健康センター 

         報告事項 

          ・障害者自立支援法案の概要について 

          ・「通院医療費公費負担・手帳交付審査部会の開催状況について」 

          ・新たな精神科救急医療体制について 

          ・大阪市こころの健康センター事業実績及び平成18年度予算（案）の概要

について 

          ・精神保健福祉法改正に伴う精神保健福祉審議会の取り扱いについて 

 

 

第11回 平成19年3月26日（月） 於；こころの健康センター 

         報告事項 

          ・「精神科救急医療部会」の開催状況について 

          ・「自立支援医療費（精神通院）支給認定・手帳交付審査部会」の開催状況

について 

          ・精神保健福祉関係平成19年度予算の概要について 

          ・障害者自立支援法に基づく福祉サービスの現状について 

          ・障害福祉計画について 
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第12回 平成20年3月26日（水） 於；こころの健康センター 

         審議事項 

          ・「自殺防止対策部会」の設置について 

報告事項 

          ・精神保健福祉関係平成20年度予算の概要について 

・「精神科救急医療部会」の開催状況について 

          ・「自立支援医療費（精神通院）支給認定・手帳交付審査部会」への部会名

称変更及び開催状況について 

          ・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行条例について 

・障がい者福祉サービスの現状について 

 

 

第13回 平成21年３月30日(月)   於；こころの健康センター 

 審議事項 

・「大阪市自殺対策基本指針（案）」について 

報告事項 

・「精神科救急医療部会」の開催状況について 

・「自立支援医療費（精神通院）支給認定・手帳交付審査部会」の開催状況

について 

・精神保健福祉関係平成21年度予算の概要について 

・第2期大阪市障害福祉計画について     

 

 

第14回 平成22年１月21日(木)   於；こころの健康センター 

 審議事項 

・会長の選出について 

・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行条例の一部改正について 

・専門部会の再開について 

報告事項 

・自殺防止対策関係識者検討会議の報告について 

・今後のスケジュールについて 

 

 

第15回 平成22年3月26日(金)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「精神科救急医療部会」の開催状況について 

・「自殺防止対策部会」の開催状況について 

・平成22年度精神保健福祉関係予算の概要について 
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第16回 平成23年3月14日(月)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「精神科救急医療部会」の開催状況について 

・「自殺防止対策部会」の開催状況について 

・平成23年度精神保健福祉関係予算の概要について 

・障害者制度改革等について 

 

 

第17回 平成24年3月29日(木)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「精神科救急医療部会」の開催状況について 

・「自殺防止対策部会」の開催状況について 

・大阪市障害者支援計画・障害福祉計画について 

・平成24年度精神保健福祉関係予算の概要について 

 

 

第18回 平成25年3月26日(火)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「精神科救急医療部会」の開催状況について 

・「自殺防止対策部会」の開催状況について 

・平成25年度精神保健福祉関係予算の概要について 

 

 

第19回 平成26年3月26日(水)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「大阪府精神科救急医療運営審議会」の開催状況について 

・「大阪市精神保健福祉審議会自殺防止対策部会」の開催状況について 

・平成26年度精神保健福祉関係予算の概要について 

・次期大阪市障がい者支援計画・大阪市障がい福祉計画の策定について 

 

 

第20回 平成27年3月31日(火)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「大阪府精神科救急医療運営審議会」の開催状況について 

・「大阪市精神保健福祉審議会自殺防止対策部会」の開催状況について 

・平成27年度精神保健福祉関係予算の概要について 

・大阪市障がい者支援計画・第4期大阪市障がい福祉計画（案）について 
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第21回 平成28年3月23日(水)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「大阪市精神保健福祉審議会自殺防止対策部会」の開催状況について 

・大阪版新精神科救急体制（精神科合併症支援システム）について 

・平成28年度精神保健福祉関係予算の概要について 

・障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の施行に向けた本市

の取組みについて 

 

 

第22回 平成29年3月30日(木)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「大阪市精神保健福祉審議会自殺防止対策部会」の開催状況について 

・平成29年度精神保健福祉関係予算の概要について 

・地域支援調整チームからの意見に対する回答について 

 

 

第23回 平成30年3月28日(水)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「大阪市精神保健福祉審議会自殺防止対策部会」の開催状況について及

び「大阪市自殺対策基本指針（第2次）」（案）について 

・平成30年度精神保健福祉関係予算の概要について 

・地域支援調整チームからの意見に対する回答について 

 

 

第24回 平成31年3月22日(金)   於；こころの健康センター 

報告事項 

・「大阪市精神保健福祉審議会自殺防止対策部会」の開催状況について 

・平成31年度精神保健福祉関係予算の概要について 

・地域支援調整チームからの意見に対する回答について 

 

第25回 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 

 

第26回 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 

 

第27回 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 

 

第28回 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 
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２ 大阪市障がい者施策推進協議会 精神障がい者地域生活支援部会 開催内容  

 

令和2年度 第1回 令和3年2月26日（金） 於；こころの健康センター 

審議事項 

・精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

・第５期大阪市障がい福祉計画の進捗状況及び第６期大阪市障がい福祉計

画について 

・令和元年度精神科在院患者調査報告書より 

・入院中の精神障がいのある人の地域移行について 

 地域生活移行推進事業について 

 大阪市被保護精神障がい者等地域移行支援事業について 

・令和３年度こころの健康センターの地域移行に係る取り組みについて 

・その他（大阪市障がい者支援計画・第６期障がい福祉計画・第２期障がい

児福祉計画について） 

 

令和3年度 第1回 令和3年10月1日（金） 於；こころの健康センター 

審議事項 

・大阪市における「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム（にも包

括)」の概要について 

・大阪市第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画の実績及び大阪市

第６期障がい福祉計画・第2期障がい児福祉計画の成果目標について 

（精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に関して） 

・退院阻害要因から見えてきた課題について 

・令和３年度の「にも包括」に係る取り組みについて 

・その他 

住宅セーフティネット制度について 

総合的な相談支援体制の充実事業について 

 

 第2回 令和4年2月25日（金） 於；こころの健康センター 

審議事項 

・令和３年度の「にも包括」に係る取り組みについて 

・大阪市における依存症対策について 

・その他 
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    令和4年度 第1回 令和4年9月6日（火） 於；こころの健康センター 

          審議事項 

          ・大阪市における精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの概要につ

いて 

          ・退院阻害要因から見えてきた課題について 

                   ・令和３年度こころの健康センターの「にも包括」に係る取り組みについて

退院阻害要因から見えてきた課題について 

          ・地域生活移行推進事業に関するアンケート結果について 

          ・居住支援等に関する取り組みについて 

          ・令和４年度大阪市障がい者等基礎調査の概要について 

 

              第2回 令和5年2月14日（火） 於；こころの健康センター 

          審議事項 

          ・にも包括にかかる取り組みについて 

          ・精神保健福祉法改正について 

          ・令和5年度におけるこころの健康センターの事業について 
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３ 精神医療審査会 

（１） 運営状況 

ア 精神医療審査会の開催状況（過去10年間）                （回） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

審 査 会  1  1  1  1  1  1 ※  1  1 １ 

合 議 体 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

※審査会（全体会議）は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面での開催 

 

イ 入院届の審査状況（過去10年間）                   （件） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

入 院 届 672 843 771 732 788 761 748 781 742 606 

結 

果 

現入院形態が適当 672 843 771 732 788 761 748 781 742 606 

他の入院形態へ移行   0   0   0   0   0   0   0   0 0 0 

入院の必要なし   0   0   0   0   0   0   0   0 0 0 

 

ウ 医療保護入院者定期病状報告の審査状況（過去10年間）         （件） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

定 期 病 状 報 告 0 0 2 1 1 1 2 0 0 1 

結 

果 

現入院形態が適当 0 0 2 1 1 1 2 0 0 1 

他の入院形態へ移行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院の必要なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

エ 措置入院者定期病状報告の審査状況（過去10年間）           （件） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

定 期 病 状 報 告 39 33 22 24 21 15 13 12 8 10 

結 

果 

現入院形態が適当 39 33 20 24 21 15 13 12 8 10 

他の入院形態へ移行  0  0  2  0  0  0  0  0 0 0 

入院の必要なし  0  0  0  0  0  0  0  0 0 0 
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オ 退院請求の審査状況（過去10年間）                  （件） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

退 院 請 求 16 16 22 13 27 30 34 23 19 16 

結 

果 

現入院形態が適当  2  7  6  7  6  7  7  4 7 6 

他の入院形態へ移行  5  0  2  1  3  2  4  5 3 5 

入院の継続は適当でない  ― ― ― ―  1  1  0  1 0 0 

取り下げ、審査継続等  9  9 14  5 17 20 23 13 9 5 

 

 

カ 処遇改善請求の審査状況（過去10年間）                （件） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

処 遇 改 善 請 求 5 1 0 4 5 3 7 2 3 2 

結 

果 

処 遇 が 適 当 1 1 0 0 1 0 1 0 2 0 

処遇が適当でない 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 

取 り 下 げ 等 4 0 0 4 3 3 5 2 1 2 

 

 

（２） 実地審査状況（過去10年間）                      （件） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

審 査 件 数 24 20 22 22 24 21 21 16 17 16 

結 

果 

現入院形態が適当 24 20 21 22 24 21 20 16 14 16 

他の入院形態へ移行  0  0  1  0  0  0  1  1  2  0 

入院の必要なし  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 
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４ 措置（緊急措置）診察・入院状況（過去10年間）            （件）  

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

申請・通報件数 302 373 327 343 299 364 397 345 415 437  

 

22条申請   0   0   2   4   2   3   1   2 4 2 

 

診察せず・他   0   0   2   4   2   3   0   2 4 2 

措置診察件数   0   0   0   0   0   0   1   0 0 0 

 
措置入院件数   0   0   0   0   0   0   1   0 0 0 

非該当件数   0   0   0   0   0   0   0   0 0 0 

23条通報 121 135 131 120 88 139 141 163 190 200 

 

診察せず  80  90  97  90  40  43  51  78 120 133 

措置診察件数  41  45  34  30  48  96  90  85 70 67 

 
措置入院件数  39  43  33  27  45  89  84  77 65 67 

非該当件数   2   2   1   3   3   7   6   8 5 0 

24条通報  36  41  26  22  23  21  23  27 34 40 

 

診察せず  12  13  12   6   4   6   7  10 18 26 

措置診察件数  24  28  14  16  19  15  16  17 16 14 

 
措置入院件数  19  28  14  13  14  12  16  16 14 13 

非該当件数   5   0   0   3   5   3   0   1 2 1 

25条、26条通報 145 197 174 197 186 201 232 155 187 195 

 

診察せず 143 196 174 197 185 201 229 155 186 193 

措置診察件数   2   1   0   0   1   0   3   0 1 2 

 
措置入院件数   2   1   0   0   0   0   2   0 1 2 

非該当件数   0   0   0   0   1   0   1   0 0 0 

緊急措置診察件数 104 98 80 105 134 145 252 209 248 205 

 

緊急措置入院件数 90 84 69 89 110 116 175 174 211 178 

 

本鑑定実施せず他   7   3   1   8   4   6   8  10 10 13 

本鑑定件数  83  81  68  80 107 110 167 160 201 166 

 
該当件数  75  74  56  72  98  91 145 139 178 155 

非該当件数   8   7  12   8   9  19  22  21 23 11 

非該当件数  14  13  11  16  24  27  56  35 37 27 

 
※ 同年度において「緊急措置入院件数＝本鑑定実施せず＋本鑑定件数」となっていない年度が

あるのはその年度末の緊急措置診察の本鑑定を翌年度に行っているため。 
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大阪府下の精神科病床を有する病院（令和4年6月末日現在） 

(指定病院数には国立・府立病院を含む) 

 病 院 数 指定病院数 精神科病床 

大 阪 市 内 6病院 4病院 223床 

堺 市 内 5病院 4病院 2,565床 

大 阪 府 下 
（大阪市・堺市を除く） 

50病院 34病院 15,222床 

計 61病院 42病院 18,010床 

 

大阪市内の精神科病床を有する病院（令和4年6月末日現在） 

 病 院 名 精神科病床 

大阪市内 国立病院 大阪医療センター 4床 

府立病院 大阪急性期・総合医療センター 34床 

指定病院 大阪市立総合医療センター  55床 

大阪公立大学医学部附属病院  38床 

ほくとクリニック病院  50床 

大阪赤十字病院  42床 

計 223床 

 

 

 

５ 精神障がい者保健福祉手帳交付状況（過去10年間）                  

（人） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

等

級 

１級 2,733 2,672 2,721 2,727 2,628 2,808 3,024 3,101 3,255 3,361 

２級 15,016 15,772 16,964 17,776 18,367 20,516 22,700 23,979 25,995 28,392 

３級 7,737 9,287 10,056 11,134 12,629 12,798 13,165 14,158 15,024 15,865 

交付数 計 25,468 27,731 29,741 31,637 33,624 36,122 38,889 41,238 44,274 47,618 
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６ 精神障がい者保健福祉手帳所持者数 ８ 自立支援医療費（精神通院） 
受給者数 

（令和４年度末現在）              （人） (令和４年度末現在)(人) 

   等級 
区 

１級 ２級 ３級 計  区 受給者数 

北 84 781 606 1,471  北 2,757 

都 島 92 877 595 1,564  都 島 2,536 

福 島 57 385 249 691  福 島 1,331 

此 花 90 540 342 972  此 花 1,608 

中 央 51 567 468 1,086  中 央 1,966 

西 59 587 384 1,030  西 1,718 

港 101 774 403 1,278  港 2,149 

大 正 76 636 377 1,089  大 正 1,855 

天王寺 54 506 337 897  天王寺 1,571 

浪 速 93 746 535 1,374  浪 速 2,297 

西淀川 90 745 497 1,332  西淀川 2,231 

淀 川 208 1,648 851 2,707  淀 川 4,665 

東淀川 227 2,297 1,198 3,722  東淀川 6,531 

東 成 107 944 399 1,450  東 成 2,495 

生 野 213 1,569 728 2,510  生 野 4,303 

旭 170 1,096 629 1,895  旭 2,941 

城 東 183 1,632 812 2,627  城 東 4,555 

鶴 見 103 963 483 1,549  鶴 見 2,515 

阿倍野 116 966 491 1,573  阿倍野 2,527 

住之江 142 1,268 659 2,069  住之江 3,296 

住 吉 208 2,152 1,104 3,464  住 吉 5,438 

東住吉 208 1,790 878 2,876  東住吉 4,431 

平 野 370 2,692 1,443 4,505  平 野 6,634 

西 成 259 2,231 1,397 3,887  西 成 6,131 

計 3,361 28,392 15,865 47,618  計 78,481 

 

７ 自立支援医療費（精神通院）受給者数状況（過去10年間）            （人） 

  年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 

受 給 者 数 49,419 52,086 54,446 57,497 60,271 63,167 66,740 69,493 74,457 78,481 
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９ 保健福祉センターにおける相談指導の状況（令和４年度実績） 

    

   （人） 

  
面接相談 電話相談 訪問指導 

精神保健福祉 

相談 

計 

実人員 延人員① 延人員② 実人員 延人員③ ① ＋②＋③ 

北 195  875 1505 59  169 2,549 

都 島 159 248 498 50 85 831 

福 島 127 510 739 15 49 1,298 

此 花 99 402 358 34 79 839 

中 央 112 333 753 44 133 1,219 

西 181 621 535 36  61 1,217 

港 273  807 613 50 110 1,530 

大 正 245 763 815 48 126 1,704 

天王寺 122 265 444 22 57 766 

浪 速 109 419 750 56 122 1,291 

西淀川 150 454 263 27 48 765 

淀 川 134 446 1120 69 199 1,765 

東淀川 284  969 1404 54 118 2,491 

東 成 167 427 650 26 165 1,242 

生 野 246 692 560 43 69 1,321 

旭 229 603 725 51 97 1,425 

城 東 93 354 1189 12 152 1,695 

鶴 見 202 477 356 48 74 907 

阿倍野 259 660 443 46 66 1,169 

住之江 160 357 415 48 107 879 

住吉 148 399 761 69 123 1,283 

東住吉 311  1031 1294 40 185 2,510 

平 野 237 647 1076 83 180 1,903 

西 成 333 1188 1984 142 305 3,477 

計 4,575  13,947 19,250 1,172 2,879 36,076 
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10 保健福祉センターにおける医師による一般精神保健福祉相談の状況（令和４年度実績） 

             

 

一般精神保健福祉相談 

回 数

（回） 

実人員

（人） 

延人員

（人） 

北 29 66 92 

都  島 23 45 56 

福  島 24 30 84 

此  花 20 45 55 

中  央 17 40 42 

西 21 39 46 

港 23 57 66 

大  正 35 55 80 

天 王 寺 21 31 46 

浪  速 21 35 62 

西 淀 川 20 39 42 

淀  川 32 60 76 

東 淀 川 44 98 136 

東  成 29 52 60 

生  野 22 46 63 

旭 19 45 55 

城  東 34 70 87 

鶴  見 22 41 45 

阿 倍 野 25 57 65 

住 之 江 22 36 60 

住  吉 27 51 61 

東 住 吉 41 62 75 

平  野 35 76 96 

西  成 48 70 99 

計 654 1,246 1,649 
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11 保健福祉センターにおける地域生活向上教室・生活技能訓練教室の状況（令和４年度実績） 

 

  
地域生活向上教室 （再掲）生活技能訓練 

回数 実人員 延人員 回数 延人員 

北 12 7 53 4 23 

都 島 12 11 47 1 4 

福 島 12 7 37 3 12 

此 花 12 6 52 3 14 

中 央 12 4 40 3 11 

西 12 5 29 3 7 

港 12 9 73 3 21 

大 正 12 6 35 3 11 

天王寺 9 2 10 3 3 

浪 速 12 9 59 3 17 

西淀川 12 6 47 3 12 

淀 川 12 9 57 3 19 

東淀川 12 7 74 3   18 

東 成 12 5 35 3 8 

生 野 12 8 44 3 7 

旭 12 34 71 3 13 

城 東 12 7 45 3 10 

鶴 見 12 6 63 2 10 

阿倍野 12 6 50 3 15 

住之江 6 2 7 0 0 

住 吉 11 2 20 3 5 

東住吉 12 7 43 3 13 

平 野 12 9 50 2 7 

西 成 12 6 40 3 12 

計 278 180 1,081 66 272 
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12 保健福祉センターにおける酒害教室の状況（令和４年度実績） 

             

 

酒 害 教 室 

回 数

（回） 

実人員

（人） 

延人員

（人） 

北 11 22 66 

西 10 23 74 

港 12 26 97 

大  正 12 35 138 

西 淀 川 11 35 111 

東 淀 川 11 39 110 

生  野 24 39 191 

鶴  見 12 52 148 

阿 倍 野 12 35 118 

東 住 吉 21 46 161 

平  野 12 28 63 

西  成 23 39 124 

計 171 419 1,401 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

13 保健福祉センターにおける家族教室の状況 （令和４年度実績） 

 

 
家族教室 

回数 実人員 延人員 

北 12 20 85 

都 島 12 9 62 

福 島 12 10 42 

此 花 12 11 91 

中 央 12 7 63 

西 12 11 60 

港 12 11 53 

大 正 12 12 52 

天 王 寺 12 7 62 

浪 速 12 11 34 

西 淀 川 12 13 48 

淀 川 12 12 62 

東 淀 川 12 11 55 

東 成 12 8 41 

生 野 12 16 57 

旭 12 14 83 

城 東 12 18 68 

鶴 見 12 16 59 

阿 倍 野 12 11 63 

住 之 江 11 12 87 

住 吉 12 12 75 

東 住 吉 12 10 52 

平 野 12 11 50 

西 成 12 13 97 

計 287 286 1,501 
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